







で、 20年間のパッチテスト結果を検討した。 1990年4月より 2010年 3
月までの 20年間に昭和大学病院附属東病院皮膚科を受診し、外用部位
に憎悪ないし新生の皮疹を認め、外用薬のパッチテストを施行した 316






去、 1/2 お1EDの UVAを照射した。判定は 72時間後に ICDRG
(International Contact Dermatitis Pesearch Group）基準に基づいて施行し、
＋～＋＋＋（光パッチテストは Ph＋～ Ph件＋）を陽性とした。貼付した薬剤
の内訳はステロイド外用薬97名、点眼薬85名、消毒薬63名、抗菌剤58
名、非ステロイド消炎剤 49名等で、平均貼付数は 2.94枚で、あった。陽
性反応は 316名中 107名（33.9%）に認められ、非ステロイド系消炎剤の
ブフェキサマク 15例、消毒薬のポピドンヨード 13例の順に多かった。
今回の検討からブフェキサマクに限らず、 NSAIDs外用薬は riskの大き
い薬剤群と考えられた。 5年前のパッチテスト陽性率の推移ではポピド
ンヨードにおける減少、止痔剤における増加がみられた。原因物質は必
ずしも主成分ではなく、塩化ベンザノレコニウムなどの基剤による接触皮
膚炎も認められ、原因薬剤のみならず原因物質の同定が望ましいと考え
られた。硫酸フラジオマイシンに対する感作者の増加には、含有されて
＼， 
いるやくざいの眼験への汎用が影響している可能性が高かった。したが
って、外用薬の使用に際しては感作性と使用部位を考慮して選択する必
要があると考えた。他方、硫酸トコフエロール（V抗.E）、防腐パラベンな
ど、接触皮膚炎を生じる頻度が稀な化学物質で生じた例も認められてお
り、あらゆる物質が接触皮膚炎を生じる可能性を念頭に置いて外用薬を
用いる必要があると考えた。
結論：ー施設における長期間にわたるパッチテスト結果の集積は薬剤聞
のパッチテスト陽性率の比較や時代による陽性率の変化を検討する上で
有用と考えられた。
